
の特集コーナーは、今年、生誕 140 年／没後 100 年を迎え
る郷土出身の橋口五葉について、その画業を５つのテーマでご
紹介するシリーズの 2 回目です。今回は、グラフィック・デ
ザインの先駆者として才能を発揮した五葉の装飾にまつわる
作品を展示します。デザインの仕事は晩年の木版画と並び五葉
の画業を代表するものです。初期に学んだ日本画と美術学校で
学んだ洋画の経験、そして西洋の装飾芸術、植物の写生、浮世
絵など五葉の多彩な関心から生み出された幅広いデザインの
数々をご覧ください。

鹿児島市立美術館｜KAGOSHIMA CITY MUSEUM OF ART

2021年 夏号

夏の所蔵品展
特集：没後 100年 橋口五葉②―装飾への関心ーデザインの仕事
会期：８月１１日（水）～１０月１０日（日）

　常設展示室では、夏の所蔵品展として、印象派から現代までの西洋美術と郷土作家を中
心とした近代以降の日本美術の所蔵品をご紹介しています。前回からはじまった所蔵品展
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※｠夏の所蔵品展にて展示中！
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会　期
９月10日金～12月５日日　

所蔵品による小企画展

観覧料　
小中生150円、高大生200円、一般300円
※ 観覧料は所蔵品展と共通。年間パスポートでもご
覧いただけます。

複数の作品を比べて鑑賞することで、新た
な気づきを体感していただく展覧会です。造
形的なよさや美しさを感じ取ったり、作者の
心情や表現の意図と工夫などについて考えた
り、作品を鑑賞して気づいたことを言葉にし
て、一緒に鑑賞する人と交流してみよう。

作品紹介
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無料開放日のお知らせ
　毎月第３日曜日は、小・中学生は無料開
放日です。所蔵作品展 + 小企画展を無料で
鑑賞いただけます。
９月１９日（日）、１０月１７日（日）…

　展覧会の会期等はすべて、新型コロナウイルス感染
症の地域の感染状況により変更になる場合がありま
す。詳しくは美術館ホームページでご確認ください。

（西洋美術＋郷土作家＋特集コーナー）

　　じ ょ う せ つ て ん じ し つ　　　　　   なつ      し ょ ぞ う ひ ん て ん　 　　　　　　　　いんしょうは　　　　　 げんだい　　 　　　　  せ い よ う び じ ゅ つ       き ょ う ど さ っ か       ちゅう

 しん　　　　　　　  き ん だ い い こ う         に ほ ん び じ ゅ つ                                             しょうかい　 　　　　　　　　　　　　   ぜんかい  

　　 とくしゅう　 　　　　　　　　　　　    こ と し　　　 せいたん　　   　　　     ねん         ぼ つ ご                                          むか            

　　きょうどしゅっしん　  　は し ぐ ち ご  よ  う                                                      がぎょう

しょうかい 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     かいめ                          こんかい    　　　　

　　  せんくしゃ       　さいのう 　　  はっき  そうしょく

　鹿児島市立美術館では、秋の特別企画展「フロ
ム・ジ・エッジ―80年代鹿児島生まれの作家たち」
を開催いたします。1980年代の鹿児島に生まれ、
全国で活躍している作家、また今後の飛躍が期待
される作家たちを、地元鹿児島で初めて、あるい
はあらためて紹介する展覧会です。タイトルの「フ
ロム・ジ・エッジ」には、日本の南の端から出発し、
全国的な活躍をしている若手作家たちという意味
合いが込められています。また、先鋭的な表現は
しばしば「エッジの効いた」と形容されますが、
他と一線を画する個性的な作家たちという含みも
持たせています。
　現代美術家の髙橋賢悟、版画の芳木麻里絵、油
彩の篠原愛、水彩の宮内裕賀、インスタレーショ
ンの今和泉隆行、木彫の七搦綾乃、ドローイング
の篠崎理一郎の 7 名（掲載は生年順）をご紹介
します。当館では、実に 14 年ぶりとなる現代作
家による特別企画展です。若き感性による新たな
表現を通じて、同時代を体感してください。　

※ 毎月第 3日曜日は小中生の常設展（所蔵品展・小企画展）観覧料が無料です。
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